
　
「
う
り
ず
ん
」

と
は
沖
縄
の
春

の
暖
か
さ
を
表

す
独
特
の
季
語

で
あ
る
。
語
源

は
『
潤
い
初
め

（
う
る
お
い
ぞ
め
）』。
若

葉
が
い
っ
せ
い
に
咲
き
、

草
花
は
そ
の
彩
を
増
し
て

大
地
を
潤
し
て
い
く
。
そ

ん
な
様
子
が
、
社
会
に
す

が
す
が
し
く
躍
り
出
た
新

入
社
員
た
ち
の
姿
に
重

な
る
▼
黄
金
週
間
も
終
わ

り
、そ
の
新
人
た
ち
も〝
お

客
さ
ん
〞
あ
る
い
は
〝
研

修
〞
の
状
態
か
ら
、
未

熟
な
が
ら
も
一
人
の
戦
力

と
し
て
期
待
さ
れ
始
め
る

こ
ろ
だ
ろ
う
▼
仕
事
の
基

本
は
報
告
・
連
絡
・
相
談

の
〝
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
〞
だ

と
教
わ
っ
た
。
悪
い
報
告

ほ
ど
ス
ピ
ー
ド
と
正
確
さ

が
生
命
線
▼
だ
が
、
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
は
一
方
的
に
求

め
る
だ
け
で
は
成
功
し
な

い
。
大
事
な
の
は
〝
受
け

る
側
〞
の
姿
勢
だ
。
ど
ん

な
に
忙
し
く
て
も
、報
告・

相
談
し
に
き
た
社
員
に
誠

実
に
相
対
し
て
受
け
止
め

る
。
そ
れ
が
出
来
ず
に
失

敗
し
た
こ
と
が
、
筆
者
に

も
多
々
あ
り
反
省
し
て
い

る
。「
あ
な
た
の
相
談
を

聞
く
こ
と
が
、
今
、
も
っ

と
も
重
要
な
こ
と
だ
」
と

示
し
き
れ
る
か
。そ
し
て
、

問
題
解
決
ま
で
励
ま
し
面

倒
み
る
。
そ
う
す
れ
ば
、

何
で
も
報
告
・
相
談
す
る

〝
文
化
〞
が
会
社
に
根
付

い
て
い
く
と
思
う
▼
「
人

を
育
て
る
と
は
、
責
任
を

持
つ
こ
と
」
だ
と
〝
何
で

も
相
談
し
易
い
先
輩
〞
か

ら
言
わ
れ
た
。
同
友
会
で

学
ん
だ
「
人
を
活
か
す
経

営
」
を
実
践
し
、〝
何
で

も
話
し
た
い
〞
と
思
わ
れ

る
社
長
に
な
ろ
う
と
常
々

決
意
し
て
い
る
。（
Ｏ
Ｎ
）

代
表
理
事
よ
り
「
沖
縄
同
友

会
は
今
年
十
月
に
創
立
三
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。
昨
年

は
、
過
去
最
高
会
勢
の
更
新

や
沖
縄
海
邦
銀
行
や
沖
縄
大

学
と
の
連
携
協
定
を
は
じ

め
、
数
多
く
の
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
第

６
次
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
掲
げ

た
一
五
〇
〇
社
会
勢
を
展
望

す
る
実
り
あ
る
総
会
に
し
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

続
い
て
来
賓
挨
拶
の
沖
縄

総
合
事
務
局
次
長
・
仲
程
倫

由
氏
、
沖
縄
県
副
知
事
・
富

川
盛
武
氏
、
那
覇
市
長
・
城

間
幹
子
氏
か
ら
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
議
事
で
は
、
二
〇
一

六
年
度
の
活
動
報
告
、
会
計

報
告
、
会
計
監
査
報
告
が
あ

り
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
「
規
約
の
一
部
改
正
」
で

会
費
の
値
上
げ
に
つ
い
て
の

提
案
が
あ
り
採
択
さ
れ
、
引

き
続
き
二
〇
一
七
年
度
の
活

動
方
針
、
予
算
案
の
提
案
が

行
わ
れ
、
質
問
・
意
見
の
あ

と
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
第
一
回
理
事
会

に
て
、
新
し
く
副
代
表
理
事

に
㈲
ス
タ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の

赤
嶺
剛
社
長
、
㈱
テ
ィ
ー

ア
ー
ル
シ
ー
の
仲
地
治
社
長

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
Ⅱ
部
「
記
念
講
演
」
で

は
、
㈱
サ
ン
フ
ォ
ー
ト
の
山

城
真
一
社
長
（
中
同
協
副
会

長
・
徳
島
同
友
会
代
表
理
事
）

が
、「
幾
多
の
危
機
を
乗
り

ん
。
東
京
で
高
校
の
同
級
生

で
元
カ
レ
と
の
再
会
か
ら
結

婚
、
沖
縄
に
帰
省
し
た
そ
う

で
す
。
結
婚
後
も
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
の
仕
事
が
忘
れ
ら
れ

ず
、ま
だ
日
本
で
は
珍
し
い
、

場
所
を
持
た
な
い
、
ス
タ
ッ

フ
を
持
た
な
い
、
在
庫
無
し

の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
い
う
仕
事
を

個
人
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ご
主
人
の
仕
事
、
今
帰
仁

村
観
光
協
会
発
足
に
合
わ
せ

て
ご
家
族
で
今
帰
仁
村
に
お

住
ま
い
を
移
さ
れ
た
頃
、「
古

宇
利
島
に
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
が

で
き
そ
う
な
建
物
が
あ
る
」

ご
主
人
に
オ
ー
ナ
ー
を
紹
介

し
て
も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
オ
ー
ナ
ー
を
社
長
に
今

帰
仁
村
内
で
感
動
す
る
程
美

味
し
い
料
理
を
作
る
シ
ェ

フ
、
カ
ヌ
チ
ャ
ホ
テ
ル
で
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
さ
れ
て
い
た

方
と
四
人
で
建
物
あ
り
き
の

事
業
を
ス
タ
ー
ト
。（
二
面

に
続
く
）

　

四
月
二
十
六

日
、
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
ホ
テ
ル
沖
縄

で
、
第
三
十
一
回

定
時
総
会
が
開
催

さ
れ
、
会
員
を
中

心
に
二
二
七
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

第
Ⅰ
部
「
総
会

議
事
」
は
、
浦
西

支
部
長
で
友
寄
利

津
子
実
行
委
員
長

の
開
会
宣
言
で
開

幕
さ
れ
、
小
渡
玠

　

恋
の
島
・
古
宇
利
島
を
中

心
に
「
結
婚
式
は
自
由
で
い

い
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
お

洒
落
で
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ

な
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
て
い
る
合
同
会

社one suite

の
又
吉
ひ
さ

ね
取
締
役
に
ご
自
慢
の
珈
琲

を
頂
き
な
が
ら
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　

東
京
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
会

社
で
事
業
の
立
ち
上
げ
を
担

当
し
全
国
を
飛
び
回
っ
て
仕

事
に
や
り
が
い
、
生
き
が
い

を
感
じ
て
い
た
ひ
さ
ね
さ

越
え
た
原
動
力
が
同
友
会
に

あ
っ
た
！
〜
人
を
生
か
す
経

営
の
実
践
〜
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
し
ま
し
た
。（
講
演
要

旨
は
二
面
に
掲
載
）

　

第
Ⅲ
部
「
懇
親
パ
ー

テ
ィ
ー
」で
は
、行
政
・
金
融
・

教
育
・
経
済
団
体
な
ど
多
く

の
来
賓
に
出
席
い
た
だ
き
、

代
表
し
て
沖
縄
総
合
事
務
局

経
済
産
業
部
長
の
寺
家
克
昌

氏
が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
乾
杯
の
発
声
を
稲
嶺

有
晃
相
談
役
が
行
い
、
そ
の

後
は
名
刺
交
換
な
ど
を
し
な

が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

沖
縄
同
友
会
創
立
三
十
周

年
の
今
年
度
は
、
十
月
三
日

の
記
念
日
に
、
記
念
式
典
と

併
せ
て
経
営
研
究
集
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
今
か

ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
入
れ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

21

に
紀
世
21

に
紀
世

※参加費・講義内容など、詳しい内容については
　ホームページをご覧下さい。また、上記の講座
　は事前に申し込みが必要ですので、申し込みに
　ついては同友会事務局までご連絡ください。

第１回新人フォローアップ研修会

第23期同友会大学　第１講

日　時：５月15日（月）18：00～20：30
会　場：沖縄産業支援センター 1Ｆ「ホール」
テーマ：起こる出来事の全てが学ぶチャンス
講　師：PowerfulManagement　代表　廣瀬孝一氏

日　時：６月３日（土）15：00～16：30
会　場：てんぶす那覇「テンブスホール」
テーマ：小さな島の大きな文化
講　師：「組踊」伝承者　神谷武史氏

第１回新人フォローアップ研修会
日　時：５月15日（月）18：00～20：30

新年度の社員研修の申込が
スタートします！！

合同会社 one suite　取締役 又
また

吉
よし

 ひさね 氏

結婚式は自由でいい！！

第31回
定時総会
第31回
定時総会

一
，五
〇
〇
社
会
勢
を

　
　
　
　
　め
ざ
し
て

定時総会

一
五
〇
〇
社
会
勢
を

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　め
ざ
し
て

今
年
、
創
立
30
周
年
を
迎
え
ま
す
！

定時総会の一コマ

総会に出席の会員の皆さん
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同友会三つの目的
「よい会社、よい経営者、
 よい経営環境をめざす」

②同友会は、中小企業家が自主的
な努力によって、相互に資質を
高め、知識を吸収し、これから
の経営者に要求される総合的な
能力を身につけることをめざし
ます。



　

現
在
は
ス
タ
ッ
フ
に
恵
ま

れ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
仕
事

を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
「
私
が
今
ま
で
や
っ
て
く

る
こ
と
が
出
来
た
の
は
主
人

の
お
蔭
」と
お
話
し
の
要
所
、

要
所
に
ご
主
人
が
出
て
く
る

ひ
さ
ね
さ
ん
。「
主
人
が
居

た
か
ら
私
は
一
八
〇
度
前
向

き
に
変
わ
れ
ま
し
た
」
と

キ
ッ
パ
リ
！
午
前
三
時
ま
で

も
仕
事
の
話
で
盛
り
上
が
れ

る
、
同
志
の
様
な
ご
夫
婦
だ

そ
う
で
す
。

　

同
友
会
に
誘
っ
て
頂
い
た

北
部
支
部
の
高
木
さ
ん
も
ご

主
人
の
紹
介
。「
高
木
さ
ん
、同

友
会
で
の
ご
縁
で
支
部
の
広

報
委
員
や
そ
の
他
に
も
恵
ま

れ
た
人
脈
の
広
が
り
を
感
じ

て
い
る
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
バ
リ
・
キ
ャ
リ
の

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
は
、「
ド
ラ
イ

ブ
や
美
味
し
い
食
事
と
お
酒
、

小
学
校
六
年
生
の
娘
を
見
る

こ
と
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
、癒
し

の
時
間
」
だ
と
か
。
最
近
は
、

Ｔ
Ｖ
で
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
映

像
を
見
た
瞬
間
「
コ
レ
や
り

た
い
、で
き
る
！
」
と
直
感
的

に
感
じ
試
し
た
ら
滅
茶
苦
茶
、

楽
し
く
ハ
マ
っ
て
い
る
そ
う

報
と
し
て
の
管
理
を
検
討

す
べ
き
情
報
が
あ
り
、
適

切
に
管
理
す
る
メ
リ
ッ
ト

と
管
理
し
な
い
場
合
の
リ

ス
ク
、
秘
密
情
報
の
漏
え

い
対
策
へ
の
具
体
的
取
り

組
み
方
な
ど
実
例
を
交
え

て
説
明
が
あ
り
、
知
的
財

産
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
窓

口
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
自

社
と
は
無
縁
だ
と
思
っ
て

い
た
」「
こ
れ
を
機
に
情

報
を
棚
卸
し
し
た
い
」
と

の
感
想
も
聞
か
れ
、
競
争

力
や
社
会
的
信
用
に
も
関

わ
る
営
業
秘
密
管
理
の
重

要
性
を
再
認
識
す
る
学
習

会
と
な
り
ま
し
た
。（
望

月
弘
子
）

　

四
月
十
一
日
、
沖
縄
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
、

独
立
行
政
法
人
工
業
所
有

権
・
情
報
研
修
館
知
的
戦

略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
古
田
恵

夫
氏
を
講
師
に
、営
業
秘
密

管
理
に
関
す
る
碧
の
会
学

習
会
が
開
催
さ
れ
、二
十
二

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ど
の
会
社
に
も
秘
密
情

　

第
Ⅱ
部
「
記
念
講
演
」
で

は
、「
幾
多
の
危
機
を
乗
り

越
え
た
原
動
力
が
同
友
会
に

あ
っ
た
〜
人
を
生
か
す
経
営

の
実
践
〜
」
を
テ
ー
マ
に
㈱

サ
ン
フ
ォ
ー
ト
・
社
長
で
中

同
協
副
会
長
の
山
城
真
一
氏

（
徳
島
同
友
会
代
表
理
事
）

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
、
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
へ
就
職
し
、
三
十
四

歳
で
独
立
。
二
十
七
年
間

マ
ッ
ク
一
筋
で
あ
る
。
現
在

十
二
店
舗
経
営
。
従
業
員
数

四
百
八
十
六
名
。（
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
含
む
）

　

創
業
時
は
時
間
に
ゆ
と
り

が
あ
っ
た
の
で
、
同
友
会
に

入
会
。
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
だ

か
ら
、
方
針
等
は
す
べ
て
本

部
が
決
定
し
て
い
た
の
で
、

同
友
会
で
は
「
決
し
て
経
営

理
念
を
創
ら
な
い
、
経
営
指

針
を
作
ら
な
い
」
と
決
め
て

い
た
。
し
か
し
一
年
も
た
た

ず
に
副
代
表
理
事
へ
。
役
員

に
な
っ
た
以
上
は
経
営
指
針

を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
、

社
員
と
真
面
目
に
取
り
組
ん

だ
「
社
員
・
ク
ル
ー
共
に
育

ち
成
長
し
ま
す
」。
我
が
社

の
最
大
の
目
標
で
も
あ
る
。

「
人
が
育
つ
企
業
を
つ
く
る
」

「
地
元
に
貢
献
す
る
」
と
い

う
視
点
は
同
友
会
で
初
め
て

知
っ
た
。

　
経
営
危
機
と

　
　
　
経
営
者
の
覚
悟

　

二
〇
一
四
年
に
中
国
製
期

限
切
れ
チ
キ
ン
問
題
、
ポ
テ

ト
販
売
休
止
、
異
物
混
入
等

が
起
き
打
撃
を
受
け
た
。
売

り
上
げ
が
激
減
し
倒
産
も
想

定
さ
れ
た
が
、
翌
年
に
は
Ｖ

字
回
復
し
、
今
年
度
は
創
業

以
来
の
業
績
と
な
っ
て
い

る
。
業
績
回
復
の
要
因
は
同

友
会
活
動
で
あ
る
。
先
輩
経

営
者
か
ら
「
絶
対
に
首
切
り

は
し
な
い
」
を
学
び
、
全
社

員
に
「
絶
対
つ
ぶ
さ
な
い
、

社
員
を
辞
め
さ
せ
な
い
」
と

伝
え
た
。
根
拠
は
な
い
が
、

経
営
者
の
覚
悟
と
気
合
だ
け

は
も
っ
て
い
た
。

　

利
益
を
生
み
出
す
の
は
経

営
者
で
は
な
く
社
員
で
あ
る
。

経
営
難
を
外
部
環
境
の
せ
い

に
は
で
き
な
い
、
主
力
メ
ン

バ
ー
と
危
機
感
を
共
有
し
、

経
営
指
針
を
コ
ツ
コ
ツ
と
実

践
し
て
き
た
結
果
で
あ
る
。

　

企
業
変
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
第

三
章
で
自
主
性
が
発
揮
で
き

る
こ
と
を
社
員
と
共
に
学

び
、
労
働
環
境
を
改
善
し
て

い
っ
た
。

新
卒
採
用
の
三
つ
の「
壁
」

　

ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
の
採
用

か
ら
、
我
が
社
も
新
卒
採
用

を
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
当

初
は
学
生
が
来
な
い
。
理
由

は
三
つ
の
「
壁
」
で
あ
る
。

①
会
社
名
が
知
ら
れ
て
い
な

い
。
②
教
師
が
地
元
会
社
を

知
ら
な
い
。
③
親
が
中
小
企

業
就
職
に
反
対
。
粘
り
強
く

内
部
体
制
を
強
化
し
な
が
ら

採
用
活
動
を
続
け
て
軌
道
に

乗
っ
て
き
た
。

　

中
学
生
か
ら
職
業
体
験
を

実
践
。
四
名
の
健
障
者
も

雇
用
し
て
い
る
。
地
域
発

展
は
教
育
が
重
要
だ
と
考

え
、
教
員
の
初
任
者
研
修
に

同
友
会
の
職
業
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
お
り
、

三
百
六
十
八
人
が
終
了
し

た
。「
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

だ
全
体
の
活
動
が
様
々
な
課

題
を
乗
り
越
え
て
き
た
。
最

後
に
同
友
会
活
動
な
く
し
て

我
社
は
な
か
っ
た
。」
と
結

び
ま
し
た
。

《会社概要》
合資会社  One Suite（わん  すいーと）
取締役　又

また
吉
よし
 ひさね氏

〈北部支部〉
所在地／
ＴＥＬ／
事業内容／

今帰仁村字古宇利466-1
0980-51-5030
ホテル事業、レストラン
事業、ウェディング事業

で
す
。
ま
た
、
ワ
イ
ン
・
ソ

ム
リ
エ
の
勉
強
も
行
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。「
ワ
イ
ン
の
勉

強
っ
て
歴
史
そ
の
も
の
。
ワ

イ
ン
に
秘
め
ら
れ
た
ス
ト
ー

リ
ー
を
知
る
こ
と
が
楽
し
く

て
…
。
物
語
を
知
っ
て
味
わ

う
と
全
然
違
い
ま
す
よ
」。

　

個
人
で
仕
事
し
て
い
た
時

か
ら
会
社
と
し
て
今
仕
事
を

し
て
い
て
も
ず
っ
と
コ
ン
セ

プ
ト
は
、
変
わ
ら
ず
「
結
婚

式
は
自
由
で
い
い
」。
そ
ん

な
業
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア
の
夢

は
、「
全
て
完
結
し
て
お
客

様
を
送
り
出
す
こ
と
が
で
き

る
拠
点
と
な
る
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
・
ビ
ル
と
カ
メ
ラ
マ
ン
を

始
め
と
す
る
埋
も
れ
て
い
る

才
能
、
若
い
ク
リ
エ
ー
タ
ー

を
育
て
た
い
。
ご
自
身
も
海

外
で
学
び
を
深
め
た
い
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。（
ハ

タ
ワ
ー
ク
ス
・
大
城
朝
野
）
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社
会
的
信
用
に
も
関
わ
る

　
　
　
　
　営
業
秘
密
管
理

碧の会
学習会

代表理事 小　渡　　　玠 ㈱ okicom 社長
　 〃 新　城　恵　子 ㈱アイリスエステサロン 会長
　 〃 喜　納　朝　勝 ㈱丸忠 社長
副代表理事 宮　城　光　秀 ㈲大宮工機 専務
　 〃 石　原　地　江 ㈲アンテナ 社長
　 〃 真栄田　一　郎 マエダ電気工事㈱ 社長
　 〃 宮　城　　　勇 総合包装㈱ 社長
　 〃 砂　川　淳　一 ㈱ＫＴＳコーポレーション 社長
　 〃 赤　嶺　　　剛 ㈲スタプランニング 社長
　 〃 仲　地　　　治 ㈱ティーアールシー 社長
理　　事 宮　里　敏　夫 ㈱ジーエヌエー 社長
　 〃 星　崎　浩　二 オフィス星崎 代表者
　 〃 大　浜　博　文 あいエフピー・コンサルタント 代表者
　 〃 普天間　直　樹 ㈱普天間商会 社長
　 〃 比　嘉　良　太 ㈲葬禮社 社長
　 〃 森　山　　　賢 ㈱琉球補聴器 社長
　 〃 大　城　恵　美 ㈱近代美術 社長
　 〃 上江洲　仁　吉 ㈱丸仁 社長
　 〃 仲　本　和　美 ㈲仲松ミート 執行役員
　 〃 渡具知　　　豊 ㈲渡具知 社長
　 〃 西　平　守　利 ㈲ニヘーデービル 社長
　 〃 髙　原　勝　也 ㈲テレネット沖縄 社長
　 〃 座間味　　　亮 ㈱赤マルソウ 社長
　 〃 竹　　　富　久 ㈲たけ事務 専務
　 〃 砂　川　和　江 アイワ家具 代表者
　 〃 津嘉山　　　航 ㈱ゆにばいしがき 社長
　 〃 生天目　千加子 ondeninfea ㈱ 社長
　 〃 上　原　　　嵩 ㈱国際企画 社長
　 〃 池　田　雅　人 ㈱ IMICORPORATION 取締役
　 〃 高　橋　庸　正 ＩＴ通信㈱ 社長
　 〃 玉　栄　章　宏 ㈲きらら総合企画 社長
　 〃 髙　木　美香子 ㈱ビジネススタッフ 社長
　 〃 屋　部　憲史朗 ㈱仲屋 専務
　 〃 與　崎　文　美 ㈲アンカー商事 常務
　 〃 星　　　真　理 ㈱ＢＥＬＬＺ 取締役
　 〃 赤　嶺　　　宏 ㈱システック沖縄 社長
　 〃 下　田　美智代 ㈱共栄環境 社長
　 〃 武　田　春　美 ラリアンス 代表
　 〃 三　木　一　成 ㈱木立 社長
　 〃 仲　地　一　史 ㈱沖成コンサルタント 社長
　 〃 知　念　由　紀 トマトプリント 代表
　 〃 金　子　智　和 トータルオフィスベスト㈱ 社長
　 〃 島　尻　裕　巳 沖縄県中小企業家同友会 事務局長
   以上43名

会計監査 喜　瀬　慎　禄 ㈱沖創工 社長
　 〃 有　銘　寛　之 有銘公認会計事務所 公認会計士・税理士
   以上２名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
相 談 役　　　新　里　正　雄 新光産業㈱ 会長
　 〃 照　屋　義　実 ㈱照正組 社長
　 〃 石　川　元　章 ㈱ジムキ文明堂 社長
　 〃 名　護　宏　雄 ㈱コンピュータ沖縄 社長
　 〃 新　城　　　博 ㈱トリム 会長
　 〃 比　嘉　ゑみ子 やんばる彩葉 代表
　 〃 糸　数　久美子 ㈱ＩＴＡＣ 社長
　 〃 新　垣　　　勲 琉球産経㈱ 社長
　 〃 稲　嶺　有　晃 ㈱サン・エージェンシー 会長
   以上９名

顧　　問 糸　数　哲　夫 税理士法人タックスサポート・イトカズ 代表社員
　 〃 東恩納　　　隆 ㈱アイ・マネージメント 社長
　 〃 宮　城　初　枝 介護老人保健施設池田苑 常務理事
   以上３名

第31回定時総会で選出された
2017年度役員一覧

オシャレな店内

キュートなラテアート

又吉さん

古田氏の話を聞く参加者

山城真一 氏

第1400号（付録)（2)中 小 企 業 家 し ん ぶ ん 沖 縄 版2017年（平成29年）５月15日

５月号 №350おきなわ同友会しんぶん　「ニライ　みらい」



　

平
仲
代
表
と
言
え
ば
、沖

縄
が
誇
る
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
！
夢
中
で
応
援
し
た
フ
ァ

ン
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
輝

か
し
い
成
績
を
残
し
現
役
引

退
後
は
、一
九
九
五
年
に
㈱

平
仲
を
起
業
。
現
在
は
、経
営

理
念
で
あ
る
「
守
る
」を
軸

に
、三
つ
の
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。「
人
を
守
る
」事

業
で
は
、防
災
・
防
犯
を
テ
ー

マ
に
独
自
の
商
品
開
発
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。「
環
境
を

守
る
」事
業
で
は
、緑
化
や
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
発
電
、落
電
対

策
を
展
開
。「
生
活
を
守
る
」

事
業
で
は
、災
害
用
救
援
物

資
備
蓄
倉
庫
や
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
事
業
で
最

新
技
術
の
提
供
を
行
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
、こ
れ

ま
で
自
分
を
育
て
て
く
れ
た

ボ
ク
シ
ン
グ
へ
の
恩
返
し
と

し
て
「
沖
縄
か
ら
世
界
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
を
」と
い
う
目
標

を
掲
げ
、平
仲
ボ
ク
シ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
ジ
ム
で
後
進
を
育

成
。（
ボ
ク
シ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

ジ
ム
と
い
う
名
称
も
、ボ
ク

シ
ン
グ
を
通
し
て
マ
ナ
ー
や

礼
節
も
教
え
た
い
と
い
う
事

か
ら
だ
そ
う
）
人
づ
く
り
は

特
に
重
要
と
位
置
づ
け
「
Ｍ

Ｕ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
」と
銘
打
ち
チ
ャ

リ
テ
ィ
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
大

会
を
年
に
三
回
開
催
。

　

精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い

る
源
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
沖

縄
を
代
表
す
る
実
業
家
で
あ

る
宮
城
仁
四
郎
氏
（
琉
展
会

創
設
者
）と
大
城
鎌
吉
氏（
大

城
組
創
設
者
）
に
、
ビ
ジ
ネ

ス
に
お
け
る
指
導
と
助
言
を

頂
き
支
え
て
頂
い
た
縁
を
紹

介
。
二
人
の
お
陰
で
沖
縄
の

ジ
ム
か
ら
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
も
な
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
本
土
の
み
な
ら
ず
世
界
中

に
人
脈
も
で
き
ま
し
た
。
そ

の
得
た
経
験
を
活
か
し
て
沖

縄
に
恩
返
し
す
る
べ
く
、
沖

縄
で
事
業
を
興
し
地
域
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
熱
く
語
っ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
一
日
に
琉
球
大

学
第
一
体
育
館
に
て
「
沖
縄

か
ら
世
界
へ
Ｍ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
Ｎ

挑Vol.5

」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
沖
縄
出
身
の
ボ
ク
サ
ー

達
が
沖
縄
か
ら
世
界
へ
挑
戦

出
来
る
夢
の
舞
台
。
皆
で
夢

に
挑
む
選
手
達
の
応
援
に

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。（
㈱

カ
リ
タ
ス
・
根
橋
理
香
）

㈱平仲
代表取締役 平

ひら
仲
なか
信
のぶ
明
あき

氏

所在地／
ＴＥＬ／
事業内容／

ＵＲＬ／

豊見城市字真玉橋175-1
098-856-7888
土木、セキュリティ（法面緑化、
防犯カメラ、ＩＴセキュリティ）
www.boxer-hiranaka.com

〈那覇支部〉

　

四
月
四
日
〜
五
日
の
二
日

間
、
ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
南
城

に
て
二
〇
一
七
年
合
同
入
社

式
・
新
入
社
員
研
修
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
共
同
求
人
委

員
会
・
社
員
教
育
委
員
会
合

同
で
行
わ
れ
る
こ
の
研
修
会

が
報
告
し
ま
し
た
。
二
人
と

も
県
の
広
報
委
員
で
い
つ
も

は
取
材
す
る
側
の
二
人
が
例

会
の
報
告
者
と
し
て
登
壇
。

人
柄
や
考
え
方
、
仕
事
へ
の

情
熱
、
人
生
遍
歴
（
笑
）
な

ど
の
内
容
を
じ
っ
く
り
と
聞

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

平
良
さ
ん
は
元
養
護
と
社

会
の
教
師
、
専
門
学
校
で
は

教
頭
ま
で
勤
め
な
が
ら
五
十

歳
で
一
念
発
起
。
国
家
資
格

で
あ
る
保
育
士
、
社
会
福
祉

士
の
試
験
に
合
格
し
、
法
定

後
見
人
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
幅
ひ
ろ
く

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

大
城
朝
野
さ
ん
は
、司
会
か

ら
「
夜
な
の
に
朝
の
」
と
紹

介
さ
れ
、「
朝
の
野
原
の
よ
う

に
爽
や
か
に
と
母
が
付
け
て

く
れ
ま
し
た
」
と
爽
や
か
に

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
途
中
、投

影
機
の
画
面
が
映
ら
な
く
な

る
場
面
も
あ
り
、と
っ
さ
に
瞑

想
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
切

り
替
え
る
辺
り
は
、さ
す
が
講

師
慣
れ
し
て
い
る
な
あ
と
感

心
し
ま
し
た
。
朝
野
さ
ん
は

オ
フ
ィ
ス
あ
る
ふ
ぁ
の
元
創

業
社
員
。
広
報
委
員
長
の
青

山
さ
ん
と
は
深
い
関
係
に
あ

り
ま
す
。「
ハ
タ
ワ
ー
ク
ス
」

の
社
名
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
で
「
全
体
」
を
表
す
言
葉
。

特
定
分
野
の
狭
い
専
門
家
で

は
な
く
ト
ー
タ
ル
に
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
、コ
ー
チ
ン
グ
な
ど

を
こ
な
す
と
い
う
意
味
で
す
。

社
労
士
、
沖
縄
版
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
と
し
て
働
く
人
々
の

心
の
ケ
ア
な
ど
を
手
掛
け
て

い
ま
す
。（
㈱
夢
づ
く
り
沖
縄・

新
井
良
直
・
中
部
支
部
）

　

四
月
十
四
日
、
浦
西
支
部

例
会
が
二
十
五
名
の
参
加
で

開
催
さ
れ
「
同
友
会
と
私
〜

同
友
会
活
動
の
魅
力
と
仕
事

へ
の
活
か
し
方
〜
」
を
テ
ー

マ
に
オ
フ
ィ
ス
J
キ
ャ
リ

ア
の
平
良
純
子
代
表
と
ハ
タ

ワ
ー
ク
ス
の
大
城
朝
野
代
表

は
、
共
同
求
人
等
を
通
し
て

採
用
し
た
大
事
な
新
入
社
員

が
社
会
人
と
し
て
成
長
す
る

大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
新
人
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　

三
十
五
社
一
〇
四
名
の
新

入
社
員
と
四
十
一
名
の
付
添

者
で
始
ま
っ
た
合
同
入
社
式

は
、粛
々
と
し
た
空
気
の
中
、

各
社
社
長
よ
り
辞
令
交
付
を

行
い
、
新
入
社
員
二

名
か
ら
決
意
表
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
新
入
社

員
研
修
会
は
二
日
間

に
渡
り
、
冒
険
王
㈱

佐
和
田
社
長
の
講

話
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー

ム
、
先
輩
か
ら
の
体

験
報
告
、
ビ
デ
オ
学

習
を
通
し
、
お
互
い

に
感
じ
た
こ
と
、
学

ん
だ
こ
と
を
グ
ル
ー

プ
討
論
で
話
し
合
い
、
更
に

考
え
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

最
初
は
緊
張
で
強
張
っ
て
い

た
表
情
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
の
頃
に
は
笑

顔
が
増
え
、
二
日
目
の
交
流

会
の
時
に
は
昨
日
会
っ
た
ば

か
り
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の

連
帯
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
入
社
員
だ
け
で
な
く
、

付
添
者
と
し
て
参
加
し
た
経

営
者
・
社
員
か
ら
も
多
く
の

事
を
学
べ
た
と
い
う
声
が
多

数
上
が
り
、
共
に
育
つ
と
い

う
同
友
会
の
理
念
を
体
現
し

た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
㈲
ス
タ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・

又
吉
里
美
）

回答企業の概要
　回答企業　174社　回答率　41.6％（418社中）
業 種 別 （　）は実数

　　　　　　製　造　業　　9.8％（17）　　建　設　業　15.5％（27）
　　　　　　流通・商業　 24.1％（42）　　サービス業　39.7％（69）
　　　　　　情 報 産 業　 10.9％（19）　　
　従業員数　＜正規＞平均　34名　　＜臨時・パート・アルバイト＞平均10名

①業況判断は改善し、前期からプラス超幅を広げる。全業種で改善し、プラス超に。
②売上高ＤＩは改善し、前期からプラス超幅を広げる。全業種で改善し、プラス超に。
③経常利益は改善し、前期からプラス超幅を広げる。全業種で改善し、プラス超に。
④資金繰りＤＩは改善し、前期からプラス超幅を広げる。サービス業以外の業種で改
善。
⑤経営上の問題点は「従業員の不足」、力点は「新規受注（顧客）の確保」が第１位。
各業界とも人材に関する課題が深刻。
⑥先行きはわずかに後退する見通し。

４月25日に発表された2017年１月～３月期景況調査の結果を要約して掲載します。（詳し
くは沖縄同友会のホームページに掲載されています。）
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経
営
理
念
は
「
守
る
」

経
営
理
念
は
「
守
る
」

㈱平仲
代表取締役 平

ひら

仲
なか

信
のぶ

明
あき
氏

フレッシュな新入社員104名、
企業の新風となる！

フレッシュな新入社員104名、
企業の新風となる！

2017年合同入社式・新入社員研修会

2017年1－3月
期景況調査の結果

報告者の平良氏（左）と大城氏（右）

平仲信明 氏

少し緊張気味の入社式
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＜南部支部会員＞

　
「
ニ
ラ
イ
み
ら
い
」
は
表
紙

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に

毎
回
読
ん
で
お
り
ま
す
。
会

員
さ
ん
の
会
社
に
対
す
る
想

い
や
経
営
に
向
か
う
姿
勢
が

伝
わ
り
、
自
分
自
身
の
想
い

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
昨
年
か
ら
支

部
長
と
い
う
役
職
を
い
た
だ

き
、
広
報
委
員
会
の
皆
様
が

忙
し
い
時
間
を
割
い
て
新
聞

を
作
成
の
た
め
に
試
行
錯
誤

し
て
行
動
し
て
い
る
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

読
ま
な
い
と
失
礼
に
あ
た
る

の
で
毎
回
記
事
を
拝
見
し

て
、
一
言
一
句
間
違
っ
て
な

い
か
も
含
め
て（
笑
）チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
会

員
の
た
め
に
新
聞
を
通
し
て

情
報
提
供
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
竹
富
久
）

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
紅
さ

ん
ご
」は
、二
〇
一
五
年
一
月

よ
り
名
護
市
大
中
で
看
板
も

　

星
印
が
モ
チ
ー
フ
の
三
ツ

星
タ
ク
シ
ー
さ
ん
。
入
社
し

て
四
ヵ
月
の
高
山
綾
子
さ
ん

（
三
十
二
歳
）
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　

大
阪
か
ら
石
垣
島
に
移
住

し
て
七
年
。
前
職
を
退
職
す

る
に
あ
た
り
、
知
り
合
い

だ
っ
た
砂
川
社
長
に
転
職
の

相
談
を
し
た
の
が
き
っ
か
け

で
し
た
。
手
に
職
を
付
け
た

い
と
の
思
い
か
ら
、
約
二

カ
月
で
２
種
免
許
を
取
得

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
を
志
し
ま

す
。
こ
の
仕
事
の
魅
力
は
、

毎
日
色
ん
な
方
と
の
出
会
い

が
あ
り
、
緊
張
の
中
に
も
喜

び
が
あ
る
と
言
い
、
外
国
語

に
対
応
で
き
る
ド
ラ
イ
バ
ー

が
少
な
い
中
、
英
語
が
堪
能

な
高
山
さ
ん
が
英
語
で
対
応

す
る
と
、「
と
て
も
喜
ん
で

く
だ
さ
い
ま
し
た
！
」
と
嬉

し
そ
う
に
話
し
ま
す
。
創
業

四
十
年
の
歴
史
の
中
で
初
の

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
。
明
る
く

て
努
力
家
な
の
で
期
待
し
て

い
る
と
砂
川
社
長
。「
職
場

は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
と
て
も

働
き
や
す
い
。
目
標
は
先
輩

方
か
ら
地
元
の
色
々
な
こ
と

を
教
わ
り
な
が
ら
、
石
垣
島

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
こ

と
。
記
事
を
見
て
く
だ
さ
っ

た
方
が
、
三
ツ
星
タ
ク
シ
ー

を
利
用
し
て
く
れ
た
ら
い
い

な
〜
」。

　

高
山
さ
ん
の
趣
味
は
一
番

の
癒
し
で
あ
る
愛
犬
と
の
ひ

と
時
だ
と
、
素
敵
な
笑
顔
で

対
応
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。（
か
り
ま
た
社
労
士
行

政
書
士
事
務
所
・
狩
俣
真
由

美
）

出
さ
ず
に
営
業
し
て
い
る
日

本
料
理
店
で
、お
客
様
は
口

コ
ミ
や
ご
紹
介
、ネ
ッ
ト
の

情
報
を
ご
覧
に
な
っ
て
来
店

さ
れ
て
い
ま
す
。見
出
し
に

あ
る
よ
う
に
本
場
の
日
本
料

理
を
会
席
料
理
か
ら
単
品
ま

で
気
楽
に
味
わ
え
る
お
店

で
、東
京
で
二
十
五
年
修
業

し
た
板
長
が
心
を
込
め
て
提

供
し
て
い
ま
す
。旬
の
素
材

に
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、東
京

築
地
や
福
岡
の
市
場
で
朝
競

り
落
と
さ
れ
た
新
鮮
な
魚
介

類
を
仕
入
れ
て
、そ
の
夜
に

店
で
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
酒
の
こ
だ
わ
り
も
半
端

な
く
、全
国
各
地
か
ら
選
り

す
ぐ
り
の
地
酒
を
取
り
寄

せ
、常
時
七
十
〜
八
十
種
類

揃
え
て
お
り
、関
係
者
か
ら

も
「
那
覇
の
お
店
よ
り
揃
っ

て
る
ね
」と
言
わ
れ
る
ほ
ど

で
す
。店
内
は
カ
ウ
ン
タ
ー

の
み
十
席
と
こ
じ
ん
ま
り
し

て
お
り
、二
ヶ
月
に
一
度
、

「
季
節
の
宴
」と
称
し
、旬
を

意
識
し
た
手
の
込
ん
だ
コ
ー

ス
と
そ
の
料
理
に
合
う
日
本

酒
を
選
び
提
供
す
る
イ
ベ
ン

ト
は
な
か
な
か
予
約
が
取
れ

な
い
ほ
ど
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、お
酒
三
杯

と
お
つ
ま
み
七
種
の
「
ほ
ろ

酔
い
セ
ッ
ト
」な
ど
、オ
ー

ナ
ー
自
ら
「
自
分
が
行
き
た

い
お
店
」を
意
識
し
て
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
も
お

店
情
報
を
発
信
し
て
い
る
の

で
、「
日
本
料
理
と
日
本
酒　

紅
さ
ん
ご
」で
検
索
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。（
営
業
時
間
：

18

：00

〜24

：00

（L.O.23

：

00

）／
定
休
日
：
月
曜
日
と

第
一
火
曜
日
／
☎
０
９
８
０

－

５
２－

０
２
０
２
）

題
に
応
え
る
た
め
、
専
門
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
て
お
り
、
相
談
料
は
全
て

無
料
！
何
度
で
も
相
談
可
能

と
い
う
ま
さ
に
中
小
・
小

規
模
企
業
の
心
強
い
パ
ー
ト

ナ
ー
と
い
え
る
機
関
。
同
友

会
参
加
者
か
ら
は
、「
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
の
存
在
を
初
め

て
知
っ
た
。
今
後
活
用
し
た

い
」
等
、
前
向
き
な
感
想
も

多
く
聞
か
れ
、
非
常
に
有
意

義
な
取
り
組
み
と
な
り
ま
し

た
。レッドコーラル

所在地／
ＴＥＬ／
事業内容／

名護市城 1－ 3－ 28
0980-54-2262
飲食業

代表者　高
たか

木
ぎ

朋
とも

子
こ

 氏

〈北部支部〉

三ツ星タクシー（名）
（会員：代表社員　砂川高輝氏）

〈八重山支部〉

高
たか

山
やま

綾
あ や

子
こ
さん

所在地／
ＴＥＬ／
事業内容／

石垣市新川 2332-2
0980-82-3755
タクシー

　

四
月
一
日
、
沖
縄
海
邦
銀

行
本
店
に
お
い
て
、
沖
縄
同

友
会
・
沖
縄
海
邦
銀
行
の
主

催
に
よ
る
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

活
用
塾
が
開
催
さ
れ
、
沖
縄

同
友
会
会
員
や
海
邦
銀
行
の

各
支
店
長
等
一
〇
六
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
十
月
の
包

括
連
携
協
定
締
結
以
降
二
回

目
の
合
同
勉
強
会

と
な
り
、
沖
縄
県

よ
ろ
ず
支
援
拠

点
の
活
用
法
や

相
談
事
例
な
ど

を
グ
ル
ー
プ
相

談
（
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
）
形
式
で

学
び
合
い
ま
し

た
。
沖
縄
県
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
は
中

小
・
小
規
模
企
業

経
営
者
が
抱
え
る

多
種
多
様
な
課

部
南
地
区
特
別
学
習
会
が
、

三
十
三
名
の
参
加
で
開
催
さ

れ
、
宮
沢
財
務
管
理
オ
フ
ィ

ス
㈱
・
社
長
の
宮
沢
賢
氏
が

「
あ
な
た
の
会
社
を
守
る
資

金
繰
り
」
を
テ
ー
マ
に
報
告

し
ま
し
た
。

　

宮
沢
氏
は
、
二
十
年
間
の

銀
行
勤
務
の
の
ち
、
中
小
企

業
診
断
士
事
務
所
で
六
年
間

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
実
践

し
、「
中
小
企
業
を
助
け
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら
独

立
し
、
今
に
至
る
と
い
い
ま

す
。
同
友
会
会
員
の
方
か
ら

相
談
が
あ
る
と
必
ず
、
経
営

指
針
作
成
講
座
を
受
講
し
た

か
を
確
認
し
、
受
講
を
薦
め

る
と
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
手
掛
け
て
き
た

相
談
件
数
は
百
件
を
超
え
、

そ
の
中
か
ら
二
つ
の
事
例
を

紹
介
し
、
銀
行
で
の
経
験
を

活
か
し
な
が
ら
お
話
し
て
い

た
だ
き
、
と
て
も
良
い
学
び

の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

四
月
十
日
、
沖
縄
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
に
て
新
会
員

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

二
十
五
名
の
参
加
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
末
に
「
仲
間
づ
く

り
躍
進
月
間
」
で
大
勢
の
新

会
員
を
迎
え
た
今
回
の
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、「
同

友
会
っ
て
ど
う
い
う
会
？
」

を
金
子
智
和
組
織
委
員
よ
り

紙
芝
居
を
使
っ
て
説
明
が
あ

り
、「
同
友
会
の
歴
史
と
理

念
」
を
宮
城
光
秀
副
代
表
理

事
よ
り
、
同
友
会
で
活
動
し

た
足
跡
と
自
社
の
成
長
し
た

点
も
含
め
な
が
ら
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。そ
の
後
、グ
ル
ー

プ
討
論
で
は
同
友
会
の
活
動

を
ど
の
よ
う
に
自
社
に
取
り

入
れ
活
用
し
て
い
る
か
意
見

を
交
換
し
ま
し
た
。

　

四
月
二
十
日
、
沖
縄
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
那
覇
支
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おいしいお刺身

グループ討論で意見交換

意見交換する参加者
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